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審   査   の   要   旨 
真核生物が多様化した過程で、MtおよびMROがどのように進化してきたかを解明するには、
各生物種がもつMt/MROの機能を高精度で推測する必要がある。そのためには、①高品質の配
列データの取得と②配列データをもとにした細胞内局在の高精度の予測が極めて重要である。
本論文の著者は、Mt/MROの機能と進化を解明する上で重要なカギを握るメタモナス生物群に
着目し研究を進めた。著者が本論文で報告したD. brevisの高品質ゲノム・トランスクリプトー
ムデータの再取得とそれに基づくMRO機能の推測は、D. brevisをふくむメタモナス生物群の
MRO進化を考察する上で価値が高い成果といえる。それに加え、タンパク質がMt/MROに局在
するか否かを配列データに基づき高精度に予測する新たなソフトウェアを開発ししたことは、
当該研究分野への重要な貢献として高く評価できる。
平成３１年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
